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第 420回 例会 

2022年 10月 19日 13:00～ 

■司 会 松尾聡 例会・出席・親睦委員 

■斉 唱 それでこそロータリー 

■出席報告 出席者数 17 名 / 27 名 

 出 席 率 62.9 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター 国際ロータリー第 2760地区 

米山奨学委員会 委員 

内藤教恵様（安城 RC） 

ニコボックス 

〇 島村恵三 会長 

内藤様、ようこそアイリスロータリーへ。卓話、宜

しくお願い致します。 

〇 加藤正広 幹事 

すみません。組合の総会とかぶり欠席しまし

た。 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

秋です。寒くなりました。 

〇 荒山久美 例会運営・出席委員長 

内藤様、ようこそアイリスへお越し頂きました。卓

話、宜しくお願い致します。 

〇 綿貫達雄 会計監査委員 

お陰様で退院することが出来ました。ありがとう

ございました。 

会 長 挨 拶 

10月は、地域社会の経済発展

月間と米山月間です。本日、地

区米山委員会より内藤さんをお

迎えして、卓話を頂きますので、

地域社会の経済発展の観点から、

フェアトレードについて少しお話

をさせて頂きます。フェアトレード

は直訳すると「公平、公正な貿

易」、コーヒー、紅茶、バナナ、チ

ョコレート等たくさんの食べ物が世界の国々から届けら

れています。それらを生産している国、人々のことを考

えたことはあるでしょうか。 

日本では途上国で生産された日用品や食料品が安

い価格で販売されていますが、一方生産国では、その

安さを生み出す為、正当な対価が生産者に支払われ

ていなかったり、生産性を上げる為に、必要以上の農

薬が使用されて、環境が破壊されたり、生産する人の

健康に害をおよぼしたりしています。 

フェアトレードとは、つまり開発途上国の原料や製品

を適正な価格で継続的に購入することにより、立場の

弱い開発途上国の生産者や労働者の生活改善と自立

を目指す「貿易のしくみ」をいいます。 

例えば、皆様が大好きなチョコレートの原料となるカ

カオをアフリカの子供たちが、学校に行かずに作って

いるかもしれないのです。 

まずは、消費者として買うものがどこから来て、どうい

う人が作っているかを、気にしてみることが、一つのきっ

かけになるかもしれません。それは今日からでもできる

ことです。お買い物の時には、フェアトレード認証ラベ

ルを目印にされるとよいかと思います。 

卓 話 

演 題：米山記念奨学事業の内容 

卓話者：国際ロータリー第 2760地区 

米山奨学委員会 委員 内藤教恵様 

内藤様からスライドを活用し米山

記念奨学事業の概要、米山奨学

金と奨学生、奨学生数の決定と専

攻、寄付金の状況、地区の記録映

像、そして学友会の活動紹介につ

いてお話頂きました。写真や動画

により奨学生や学友会の活動も理

解できました。内藤様、ありがとうご

ざいました。 

 

 


